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第 1 節 総合的な探究の時間の CAN-DO リスト 

CAN-DO リストとは、主に言語教育において、生徒の学習進度や能力の習熟度を管理するための

リストのことです。さまざまな学習目標やスキルを立てて、それぞれの領域について「できる」

「できない」で示します。例えば、英語の科目の場合、「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話

すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」の 5 領域に分類し、例えば「簡単なニュースを聞いて大

まかな内容を把握することができる」（聞くこと）や「自分のことについて、何も見ずに 30 語程

度の英語で説明することができる」（話すこと（発表））といった目標（スキル）を立てて、それ

ぞれの項目について「できる」「できない」を付すものです。 

CAN-DO リストのメリットは多岐にわたります。まず、生徒の学習進度を追跡することにより、

個別のニーズや弱点を特定することができます。これにより、生徒ごとに適切な教育計画を立て

ることができます。また、生徒の成長を定量的に評価することができ、生徒自身も自分の進歩を

把握することができます。 

CAN-DO リストは、教員間のやりとりを改善する役割も果たします。異なる教員が同じ生徒を指

導する場合、CAN-DO リストによって生徒の能力や進捗状況が共有されるため、教員間で情報共

有が容易になります。 

CAN-DO リストは、教育の品質向上にもつながります。生徒の学習目標やスキルが明確になるた

め、生徒の弱点を見逃す機会が減ります。また、より具体的で効果的な指導計画を立てることも

できます。 

このように、CAN-DO リストは教員が生徒の学習進度と能力を継続的に追跡するための重要なツ

ールです。生徒の学習目標の明確化、個別のニーズの特定、教育計画の適応、教員間の情報共有

などさまざまなメリットがあります。 

「総合的な探究の時間」は、定量的な評価が難しい科目です。しかし、CAN-DO リストを利用す

ることで定量的な評価が実現できます。また、生徒が主体的に学習に取り組むための方向性と、目

標設定を助けることができます。以下に、その具体的な理由をいくつか述べます。 

1. 目標設定

生徒は自分が何を達成すべきか明確に理解することができます。CAN-DO リストから明確な

目標がわかり、これにより生徒は目的に向かって探究学習を進めることができます。

2. 自己評価の助け

CAN-DO リストは、生徒が自己評価を行い、自分がどの程度理解しているか、どのスキルが

弱点かを判断する手助けをします。

1. CAN-DO リストとは何か

2. 「総合的な探究の時間」の CAN-DO リストの必要性sam
ple
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Q. 生徒の学びに向かう力や人間性等の中で、「自他のよさを生かしながら協力して問題の解決に

向けた探究活動に取り組もうとしている」と思いますか。

「自他のよさを生かしながら協力して

問題の解決に向けた探究活動に取り組

もうとしている」という視点において、

「そう思う」と回答した教員が 20.4％、

「どちらかというとそう思う」と回答し

た教員が 52.5％と、合わせて約 73％の

教員が肯定的な見解を示している。しか

しながら、「どちらかというとそう思わ

ない」と答えた教員が 22.7％、「そう思

わない」と答えた教員が 4.4％と、約 27％

の教員が否定的な見解を示しているこ

とから、全ての教員が生徒の協力的な探

究活動を十分に評価しているわけでは

ない。 

生徒たちが自他の長所を認識し、協力し

て問題を解決する能力を十分に発揮し

ていないと考えている教員もいること

から、協働学習の方法や評価基準につい

ての共有、生徒の協力的な態度を育成す

る教育方針の見直し、そして教員自身の

協働学習に対する理解やスキルを深め

るための研修などが求められる。 

また、生徒が自他の良さを生かし協力す

る機会を増やすことで、生徒自身の自尊

心や自己肯定感を高め、社会性を育てる

という意義もある。そのため、教育現場 

では、生徒が自分自身や他者の強みを理解し、それを活かした探究活動を通して、相互理解や協

調性を育む機会を提供することが重要となる。 

2. 協働性

20.4%

52.5%

22.7%

4.4%

自他のよさを生かしながら協力して

問題の解決に向けた探究活動に取り

組もうとしている

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない

そう思わないsam
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第 1 節 2022 年度探究学習ニュース 

 

本節では、2022 年度の探究学習に関するニュースを取り上げ、最新の動向、新たな取り組み、研究

結果などをまとめています。これらの情報を通じて探究学習の現状と今後の可能性を探り、教育現

場での取り組みに生かしていただければ幸いです。 

ニュース本文の右には関連するタグを付しました。 

 

2022 年 4 月 

 

●サンライズは、「動くガンダム」を使った探究学習プログラムを公開

した。これは経済産業省の STEAM ライブラリーで提供されている。

プログラムは小学生高学年と高校生向けに分かれ、それぞれ 7 日間と

10 日間の学習コースが設定されている。小学生向けは、「動く」という

概念や機械の構造、仕組み、技術について学び、自身で脚の部分を作る

などする。高校生向けは、アニメを現実世界に再現する際の技術的、経

済的、社会的な課題について学ぶ。 

ガンダム 

STEAM ライブラリ

ー 

経済産業省 

 

●ウェルビーイング領域の事業を展開する株式会社ココピアが、2022

年 4 月 1 日に民間学童「ユレカアフタースクール」を開始する。この

プログラムは、民間学童の基本サービスに加え、STEM やダイバーシ

ティなどを対象とした探究型学習カリキュラムを提供し、非認知能力

を育成することを目指す。社会の急速な変化に対応するスキルを育む

探究型学習は、日本でも広がりつつあるが、その浸透度合いと質の面で

遅れをとっているため、ユレカアフタースクールは質の高い探究型学

習を提供する。 

STEM 教育 

ウェルビーイング 

ダイバーシティ 

 

●株式会社学研スタディエが運営する「あすなろ学院」は、小学 5 年

生から中学 2 年生を対象にした半年間の SDGs 探究学習プログラム「ミ

ライ思考 ゼロワン」を開講する。あすなろ学院は SDGs に関する教

育に積極的で、新学習指導要領の改訂に基づき、社会問題解決のスキル

を育むプログラムを設計した。プログラムは、東日本大震災の影響を受

けた宮城県亘理町を出発点に、地域の環境課題を科学的に探究する内

容となっている。 

学研スタディエ 

SDGs 

環境教育 

 

●岡山大学大学院教育学研究科教育科学専攻は、高校生向けの E-PBL 

AWARD ZERO を開催した。これは、教育を通じて社会課題に取り組

岡山大学 

地域連携  

sam
ple



177 

 

第 2 節 探究を入試に採用している大学 

 

本節では、探究学習をテーマとする総合型選抜採用校を紹介します。なお、「出願資格・出願要件」

の項目は特徴のある場合に限り掲載しています。 

URL は各大学の該当ページにジャンプします。ＱＲコードに対応しています。 

 

 

北海道武蔵女子短期大学（北海道） 

総合型選抜 探究型入試 

●学部：教養学科、英文学科 

●特徴・審査方法：出願書類審査、学習報告書作成及び発

表・面接等の試験によって、能力・適性等を総合的に評

価。 

●出願資格・出願要件：「報告書作成ゼミ」への参加、お

よび「個別相談」を受けた者。 

●URL：https://entry.musashi-jc.ac.jp/ 

exam/comprehensive/ 
 

 

札幌大学（北海道） 

一般選抜 A 日程ハイレベル 探究重視 

●学部：地域共創学群 

●特徴・審査方法：探究活動学習を評価の対象とする。 

●URL：https://www.sapporo-u.ac.jp/ 

prospect/admission/general-exam.html#ex2 

 

 

  

1. 北海道・東北 
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出典・参考文献等 

⚫ 「学校と地域でつくる学びの未来」（文部科学省） 
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